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ここ数年のマイクロエレクトロニクスの発達はめざましく，大きな記憶容量と高い処理

能力をもっマイグロコンビュータを，安価に購入することが可能となった。これらのマイ

クロコンピュータは，図形・画像の処理や文字情報の処理などは大型計算機より小回りが

きき，大型計算機センターに出向いたり，端末装置を設置しなくても，ある程度の情報処

理なら，発指現場で発掘作業や整理作業と併行しておこなうことが可能になった。

一方，マイクロエレグトロニグスの発達は，計測機器の機能も大きく変えた。今回使用

した光波タキオメータも，光波距離計とセオドライトを単に一体化したものではなく，マ

イクロプロセッサの塔載により，種々のモードでの計測や，データの記憶，演算，転送な

どを可能にしたものである O こうした機器はマイクロコンピュータと組み合わすことによ

り，様々な使い方が可能となった。

当センターではこうした機擦を使用し，発掘作業や整理作業の合理化をはかつてきた。

中でも発掘作業において最も基本的でかつ労力を要する作業のひとつである測量の合理化

と精度の向上に有効であると考えた。出土した遺構や遺物の位置は，発掘作業が本質的に

破壊である以上，すべてを正確に記録することが望まれる。遺構の位置を国土座標に従っ

て正確に記録することは，条坊，条里，町割などの土地割だけでなく，土地利用の形態や変

遷の解明を可能にする O 遺物の位置をすべて記録することにより，遺物の分布状況を把握

できるだけでなく，整理作業で、得た知見により新たな視点からの遺跡の再検討が可能とな

る。接合遺物や分類別遺物の分布図を作成すれば，分層できない層や遺構内の遺物出土状

態の層位的認識や，遺跡内に存在する領域の認識を得ることができる。また，将来近接する

地区の発掘調査で、新たな知見を得たり，新たな編年が確立されたとき，もとの位置にすべ

てを戻し，改めて検討することが可能である。こうした方法は，遺跡調査に非常に有効で、

ある反面，現場での実測・記録や，整理段階での図化・検索に多大な労力と時聞を要する。

このため，こうした方法を採用した調査は数えるほどであった。しかし，その作業の大部

分は極めて単純なものであり，コンピュータによる合理化の効果の大きいものであった。
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94 マイクロコンピュータと遺跡調査

本稿で報告する遺物分布図作成システムはその一例である。このシステムで遺構配置図

などの作成も可能であるが，その記録方法や表現に改良の余地がある O 今回は比較的問題

なく実用化できた遺物分布図の作成について述べる。

なお，本稿を執筆中にも高性能のマイクロコンピュータや計測機誌が続々と発売されて

いる。本稿で述べる遺物分布図作成システムを構成する機器も 1～ 2年後には陳腐化する

であろうが，その基本的概念に大きな変化はないと考え，その概要を紹介する。

2 遺物分布図の作成

出土遺物の原位置を記録して取り上げることの重要性については前述した。また，こう

した調査方法は発掘作業を煩雑なものとし，整理作業にも多大な時間と労力を要すること

も述べた。こうした作業の合理化に大型コンピュータを利用したのは， C.T. キーリらで

ある O C.T. キーリらは発掘区に 2m 四方の小地区を設定し， コンベックスを用いて東西

南北の座標を計測し，「小グリッド番号J，「遺物番号J，「レベルJなどの項目からなる現場台

帳を作成した。これに整理作業で、得た型式，器種などの情報を付加した後，すべてのデー

タのコーディングをおこない，コンピュータ会社に委託している。大型コンビュータの利

用により， 10 万点にのぼる遺物の分類別平面図，土器接合資料図，指定した位置で、の断面

図などを，任意の縮尺で出力することを可能にした。ただし， C.T. キーリらがコンピュ

ータを導入したのは整理作業で、あり，現場で得たデータは一度コーディングしてコンピュ

ータに入力する必要があった。現場作業から一貫してコンピュータで処理するものではな

かった。また，指定した図を発注して届くまでに 2 週間を要しており，整理作業中の発想

にもとづく試行錯誤をくり返しながらの図化には難点があった。

こうした状況の中で，①現場でのデータの収集・記録にコンピュータを利用 L ，労力と

入力ミスを軽減する O ②基礎データから任意の縮尺，任意の断面での遺物分布図を，現場

で即座に図化し，前日までの出土状況との比較や，翌日の調査方針の視覚的検討をおこな

う。③整浬作業で、得た情報を随時付加し， こうした情報による条件検索や図化をおこな

い，様々の視点からの分析を容易にするなどを新たな目標としてかかげ，作成したのがこ

の遺物分布図作成システムである O

3 遺物分布図作成システムの機器構成

このシステムは光波タキオメータ（測機舎製 S DM3 E ）と，ハンドヘノレドコンピュータ

（エプソン製 H C-20 ），および卓上型のマイクロコンピュータ（NE C 製 P C 8801 ）と，

その周辺機器からなる（図58 ）。
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光波タキオメータは光波距離言H：主セオドライトを一体化したもので，両光軸が同一軸に

あり，視準を容易にしたものである。この光波タキオメータは測点にターゲットを置くだ

けで，テープのように障害物や高低差を気にすることなく測距できる O ターゲットのプリ

ズムが l個なら 800m まで， 3 個なら 1400m まで， ミリ単位での測距が可能である。天頂

角や水平角を入力することにより，測点のX座標， Y座標，高低差の演算も可能である O

ただ，角度のデータを入力するキーボードも光波タキオメータの上部に一体化されてお

り，何百点にもおよぶデータの入力では光波タキオメータに反復する外力がかかり，誤差

を生じる可能性があったo ところがこの光波タキオメータにはR S-232C 規ぷこ準拠した

入出力端子があり， R S 232C ケープ、ノしで、ハント、ヘルドコンピュータと結合することによ

り，データの入力をハント、ヘルドコンピュータからおこない，光波タキオメータへの不要

な外力を軽減できた。そのうえ，ハント、へノレドコンピュータへの計測データの転送や，ハ

ンドヘノレドコンビュータによる演算，記録およびハンドヘルドコンビュータによる光波タ

キオメータの制御も可能となり，データの入力ミスや光波タキオメータを操作する労力を

i成じることができた（図59 ）。

ハンドヘルドコンピュータはマイクロコンピュータを携帯用にしたもので，データ表示

用の液晶ディスプレイとマイクロプリンター，およびデータ記録用のマイクロカセットレ

コーダを内蔵する。液晶ディスプレイの表示範囲は20 字× 4 行とやや小さいものの，計測

反対プリズム
（ターゲット）

データの転送 111 II I昌

三三二三二ゴ I 4子＝二二三 V 

レドコン勺斗C -・ J!＿ ~f王子孫置
ケ7ブルJーァ VJ;/t7[( 

と二
マイクロコンビュー夕 、一戸－ n m  
一二一一ニ 「 t・デヌ記録

一…』云
外部記憶装置

室内作業 （ミニフロッピーディスク）

図58 遺物分布図作成、ンステムの機器構成
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データの確認には十分である。マイクロプリ

ンターにより計測！と併行してデータを印字す

ることができる。誤操作によりデータを破壊

したときは，この印字したデータをもとに修

復する。遺物の計測データのほかに，遺物の

種類などを入力し，一定量ごとにマイクロカ

セットテープに記録する。マイクロカセット

テープを順次交換すれば，計測データは量的

制限を受けることはなし、。こうして記録した

データは現場；事務所に持ち帰り，再び R s 

232C ケープルを介して，卓上型のマイクロ

コンビュータに転送する。

マイクロコンピュータには，転送したデー

タを記録するフロッピーディスクと呼ばれる

外部記憶装置と，データや分布図を表示する

図59 光波タキオメータとハンドヘノレド
コンピュータによる突測

ディスプレイ装置と，それを印字，複写するプリンターが付属する。データはフロッピー

ディスグにランダムアク七スファイノレとして記録し，データの追加，検索や図化を高速で

おこなえるようにした。ディスプレイ装置の画面に図化した遺物分布図もフロッピーディ

スクに記録し，随時再現できるものとした。

以上，遺物分布図作成システムを構成する機器について述べたが，次にこうした機器を

作動さぜるためのプログラムについて述べる。プログラムには，光被タキオメータからデ

ータを受けとる R D F S (Receive Data from SDM3E ）プログラムと，データをマイグ

ロカセットテープに記録したり，マイクロコンピュータに転送する TRD (Trans Data) 

プログラムと，遺物分布図の図化などをおこなう D D A (Draw out the Distribution 

of Artifacts ）プログラムの 3 つからなる。 RDF S プログラムと T R D プログラムはハン

ドヘルドコンピュータで， DDA プログラムは卓上型のマイクロコンピュータで実行す

る。以下ではその概略について述べる。

4 RDFS (Receive Data from SDM3E ）プログラム（図60 ・61)

このプログラムは光波タキオメータの制御やデータの入力を対話形式でおこない，こう

した機器に習熟していない人でも容易に操作できるものとした。このプログラムを実行す



RDF S プログラム

ると，まず光波タキオメータの座標を聞いてく

る。 X, y 座標には光波タキオメータが据えられ

ている点の京都大学構内座標を， Z 座標には標高

に換算した機械高を入れ，またターゲットに付属

するポールの高さも入力する。これらのデータを

もとに遺物の位置は，国土座標から変換した構内

座標と標高で記録される。遺物番号はハンドヘル

ドコンピュータが前回計測した遺物の番号を記怯

しており，次の番号を表示するので番号が重複し

たり脱落することはなし、。測距はターゲットの視

準さえできれば可能であり，テープのように中途

の障害物や高低差にわずらわされることはない。

ハンドヘルドコンビュータからコントロールコー

ドを送ることにより測距が開始され，測距したデ

ータはR S-232C ケーフマルを介して，ただちに転

送されてくる。ターゲットのゆれなどによりミリ

単位の誤差が生じるので，測距は 3 回おこない，

誤差が許容範囲内であれば平均し，記録する。次

に光波タキオメータから天頂角と方位角を読みと

り，ハンドヘルドコンピュータに入力する。以上

のデータから遺物の X,Y,Z 座標を算出し，デー

タファイルに登録する。データファイルには座擦

の他に 7文字までの文字型データと，有効数字 7

桁の数値型データを備考として注記できる。文字

型データは土器，石器，炭化物などの遺物の種類

の注記に，数値型データはし、くつかに割れた破片

を一度に取り上げたときの破片数の注記などに使

う。こうして作成したデータファイルは複数のプ

ログラムが共有でき，後述するTR Dプログラム

もこのデータファイノレを利用することができる。

I MEN u I 

図60 RDF S プログラムのフロー
チャート（部分）
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RDF S プログラム（R S-232C ケープ守ルを介してデータを転送する部分）図61

Z 座標をキーポーY, ブローチャートは割愛したが，光波タキオメータを使用せずX,

データファイルを作成することもできる。これは既に作成されている大縮ドから入力し，

z 

座標を実測したときに利用する。このほか，誤ったデータを入力したときに，現場でただ

ちに修正することも可能である。

Y, 尺の部分実測図などからデータファイノVを作成したり，小地区を割付けて直接X,

TRD (Trans Data ）プログラム5 

このプログラムはRDF S プログラムで作成したデータファイルの処理をおこなうもの

5つの処理をおこなう（図62）。ひとつはデータファイルの内容をマイクロカセットテで，

もうひとつはマイクロカセットテープの内容をハンド、へルドープに記録することであり，

コンピュータに戻すことである。データファイルをマイクロカセットテープに記録すると

円付，記録されている遺物番号の初番と終番，記録されているデータファイル名，きに，

テープ上の位置などを記したインデッグスファイルを作成する。このインデックスファイ

テープの内容がわかるだけでなく，同一ファイル名の登録を避けたり，必ルを調べれば，

要とするファイルが記録されている所までテープを早送りすることができる O

データファイル内のすべてのデー

タをプリンターで印字したり，卓上型のマイクロコンビュータにデータを転送したりす

る。これにより，光波タキオメータから転送されたデータや，現場でキーぶードから入力

このほか，不要なデータをファイルから削除したり，
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図62 T R  D プログラムのフローチャート

したデータは，一貫してコンピュータが扱い，入力ミスやデータを入力しなおす労力を省

くことが可能となった。

6 DDA (Draw out the Distribution of Artifacts ）プログラム

本プログラムはハンドヘノレドコンビュータから転送されてきたデータから，遺物分布図

を図化するものであるが，他にデータの追加・修正や，複合条件による条件検索もおこな

えるものとした。ハント、ヘルドコンピュータから転送されてきたデータは，まず外部記憶

装置の記憶容量に余裕があることを確認した上で，データの追加・修正の容易なランダム

ファイルの形で、記録する。このファイルに整理作業で、得たデータを追加する O 遺物が縄文

土器で、あれば，器種，型式，分類，部位，文様の有無，文様の部位，文様の種類，器面調整，

接合遺物番号などのデータをディスプレイ装置で確認しながら追加・修正をおこなう。

こうして作成したデータファイルは，複合条件による検索が可能である。例えばX 座標

がZl 10 以上， 2120 以下， Y 座標2670 以上， 2680 以下， Z座標が61 以上， 62 以下，器種は深

鉢，型式は北白川上層式といった条件での検索が可能である。検索したデータはプリンタ

ーにより出力される。

遺物分布図の作成には4つのモードがある O 発掘区，遺物分布，遺構配置などの全体の

状況や，発掘区の地区割を確認するための縮尺 1/500 モードと， 10 m四方の小地区ごとの

遺物の水平分布や垂直分布を見るための縮尺 1/100 モード，任意の範囲を任意の縮尺で図

化するための Free Scale モード，および任意の断回線で任意の奥行までの遺物を投影す

る Free Section モードがある。この 4 つのモードの中で，遺物分布図，遺構配置図，接

合資料分布凶，検索遺物位置図，遺物の種類別分布図などを作成することができる。これ
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らの分布図や配置図は各々単独に図化できるだけでなく，合成して出力することも可能で

ある O 以下で例示する資料は，その具体例である（図63 ～68 ）。これらの資料は，現在発掘

調査中の京都大学農学部熱帯農学科校舎新営予定地（図版 1-125 ）のものである O

図63 は縮尺 1/500 の遺物分布図で，発掘区の中に所々遺物の集中する部分があるのがわ

かる。図64 は，調査区の小地区名と，検出された河川ISR Iを図示したものである O 遺構
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図63 遺物分布図（1）（原図を 1/2 に縮小）
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図65 遺物分布図（2）（原図を 1/2 に縮小）
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図66 遺物分布図（3）（原図を 1/2 に縮小）
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は測点と測点の間を直線で結んで図化しており，遺構図の作成には改良の余地がある。縮

尺1/500 の平面図で全体の状況を把握した後，より縮尺の大きい図でその詳細を検討する。

縮尺 1/100 モードでは図64 で確認した小地区名を入力すれば，構内座標の座標値を入力

しなくても，その小地区内の平面図と断面図を図化する。断面の縦横比は任意に設定する

とができる。図65 は図64 のB E33b2 区を拡大したもので，断面図の垂直方向の縮尺を水
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図67 接合資料分布図（原図を 1/2 に縮小）
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図68 検索遺物分布図（原図を 1/2 に縮小）
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平方向の縮尺の3.3 倍にした。この断面図より遺物包含層が 2層あることがわかる。

Free Scale モードでは図化したし、範囲の西南隅の座標とその幅を入力すれば，その範

問の平面図と断面図を図示する。図67は縮尺 1/300 で接合資料の分布を図化したものであ

り，岡68 は同じく 1/300 で検索遺物の分布を図化したものである。接合資料分布図と指定

遺物分布図の作成は遺物番号を入力すれば，その遺物のデータを検索して図化するが，接

合資料分布図では各遺物の接合関係を示すため，指定した遺物を中心に各遺物を直線で結

ぶ。図化と同時に検索した遺物のデータも出力する。図67では各時期の遺物の接合関係が

l也形に沿って傾斜していることがわかり，図68 では部生前期と船橋式の遺物からなる一群

と滋賀里1V式の一群および縄文中期の一群の 3 群がほとんど重なることなく坦積していた

ことがわかる。

Free Section モードは，断面凶を作成したい断面総の始点の座標と"Ji位，ならびに縮尺

と投影したL、l隔を入力すると，平面図に断面図を作成する範囲を図示し，その範囲内に含

まれる遺物を投影したものを図化する。方位角の値はし、くらでもかまわないが，有効桁数

は7桁である。図66は平面図の方｛立を 45° 振った長方形内の遺物を投影したものである。

河川 S R Iにむかう傾斜面上の遺物の堆積状況がわかる。

7 Jj＼結

以上が遺物分布図作成システムの概要であるが，このシステムを実際に発掘現場で使用

してみたところ，以下のような長所および短所が明らかになった。

一番の長所は条件検宗と図化が容易になり，整理作業が大きく合理化できた点にある。

任意の条件で検索した遺物の分布図を任意の縮尺，任意の断面で図化するのに要する時聞

は遺物の点数が1000 点程度なら，条件検索をおこないディスプレイ装置の画面に図化し，

プリンターでコピーを取る時聞を含めても数分ですむ。作成した種々の遺物分布図は，遺

跡の検討をすすめる上で， Jド市に効果的であった。遺物の分布状況を知るだけでなく，遺

物の出土状態の層位的認識や遺跡内に存在する領域の認識を容易に得ることができた。

また，こうした遺物の出土位置は国土座標から変換した京都大学構内座標に従いミリ単

位で記録されており，隣接する地区で発掘調査が実施されたときや，新たな視点で遺跡の

再検討をおこなうとき，遺物の出土状況を正確に再現し比較検討することが容易になった。

木システムを構成するプログラムは，いずれも対話形式で、操作をおこなうもので，必ず

しも熟練した調査員を必要とせず，特に現場の実誤u作業では誰でも一定の精度で計測する

ことが可能で，調査員の負担を軽減することができた。また，一定の精度にのっとった情
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報交換も可能となったO

短所のほとんどは，計測機器やマイグロコンピュータの周辺機捺の改良により解消でき

るものであった。現場での計測作業で難点となった水平角，天j頁角の測角と入力も，現在

自動測角機能のついた光波タキオメータの開発がすすめられており， l～ 2年のうちに改

訴されると考えられる。検索，図化の時間も本格的な16 ピットマイクロコンピュータの出

現により大きく短縮できるであろう。

以上，遺物分布図の作成について述べてきたが，遺構と遺物では必要とするデータの性

格が異なり，実測の際のデータも呉なれば，表示方法も異なる。同じ遺物でも遺構内での

位置やその上下，方位，形状まで要求される完形品もあれば， HJ土位置を記すだけの小片ー

もある。また，出土遺物の時期や器種・探形により分析に有効なデータは異なってくる。

こうしたデータを処理するのに最も適したブロク、ラムを，試行錯誤をくり返しながら開発

するのはマイクロコンピュータの最も得意とするところであり，今後の課題でもある。

なお， RDF S プログラムは，泉J石良氏に現場で実際に使用していただき，不備な点を

改良していただいた。

〔注〕

I C. T. キーリほか「コンピュータによる遺物分俗図の作成」『考古学ジャーナル』No. 184, 1980 年

2 大型コンピュータは文字情報を吸うのには難があり，例えば器種や材質の分類項目などは数字の

コードにおきかえて処理する。このコープィングに要する労力は大きし、Q

3 光波距離計は送・受光電子I司路を内蔵した本体と，光を反射する反射プリズム（ターゲット）から

なる。発射光と反射プリズムからの反射光の位相差により距離を測る機器である。

4 R S-232C 規格は国際電信電話諮問委員会の勧告に従って定められたもので，コンピュータと端

末装置，またはコンピュータ同土をつなぐ通信回線の国際規格である。

5 プログラムの作成には以下の文献を参考にした。

栗山浩ーほか 『P C ← Techknow 8800 Vol. ］』，アスキー出版局， 1982 年

工藤丈彦ほか 『P C-8801 グラフィックスのすべて』，アスキー出版局， 1982 年

小池慎－ 『IH C-20J JOO% 活用法』，技術評論社， 1983 年

アスキー出版編 『ハンドヘノレドコンピュータ プログラム集 Vol. I』， 1982 年

阪野紘昭 「Disk Amp 80J 『マイコン』 第 7巻第10 号， 1983 年
τ七陣三ζa＇，τ七
日 'loJ'I司，c, 「H C-20 －，イク戸カセット・ファイノレ管理プログラム］『アスキー』第 7巻

第 4 号， 1983 年

6 コントロールコードは測機舎機探技術課の資料によった。図61 の＆ H36 （計測開始）， & H  3 B 

（計測停止）などがこれにあたる。

7 データの転送は 1200 ピット／秒， 8 ビット／文字，パリティチェックなしでおこなった。


